
t

i

-

-

-

i
l
i
-
-，
ー

ー

-

j

e

l

l

i

-

-

I

l

l

-

;

 

可
観
小
説
巻
五

動
む
。
式
慈
鑓
か
け
に
鎗
三
本
上
に
か
け
て
‘
英
次
に
は
長
刀
八
本

か
L
り
居
候
。
何
方
に
て
も
鑓
ま
で
に
て
候
蕗
、
流
石
酒
井
の
家
ゆ

ゑ
飴
方
と
は
異
な
る
事
と
存
書
記
し
ぬ
。
取
次
の
人
訟
ど
も
外
と
は

遼
ひ
、
進
退
も
見
事
成
者
罷
出
候
。

段
目
。
此
時
分
某
も
雅
楽
頭
殿
宅
へ
御
伎
に
参
り
、
取
次
の
人
の

様
子
旦
叉
薙
刀
の
儀
心
附
、
そ
の
頃
申
出
し
侍
り
候
へ
ば
、
僚
友

先
建
て
此
心
附
祷
り
ぬ
。
某
は
薙
刀
十
振
と
宛
候
。
八
振
に
て
可
有

之
候
。
扱
共
節
余
に
先
建

τ使
者
あ
り
。
年
半
百
を
超
え
た
る
者

と
見
え
し
。
某
が
白
紙
等
承
候
て
、
畑
草
盤
持
て
側
近
く
寄
り
、

宰
相
様
の
御
使
者
に
候
へ
ば
不
儀
所
存
候
。
拙
者
は
肥
後
守
殿
に
'

τ、
笹
原
伊
三
郎
と
申
者
に
て
候
と

τ色
々
物
語
す
。
某
も
姓
名

を
申
候
て
命
俸
の
事
注
P-
聞
し
に
、
伊
三
郎
云
は
、
宰
相
様
七
十

徐
に
被
篇
成
候
と
承
り
候
へ
ど
も
、
貨
の
御
年
は
不
存
候
。
営
時

御
三
卿
以
下
皆
々
御
弱
輩
に
候
へ
ば
、
天
下
の
御
大
老
は
宰
相
様

御
一
人
に
て
候
。
然
・
庖
御
建
者
成
御
事
、
先
日
も
御
馬
上
に
て
御

勤
の
儀
奉
見
候
。
御
年
承
度
と
申
候
故
、
今
年
七
十
六
歳
の
皆
申

開
候
。
手
を
打
て
感
動
し
申
候
は
、
古
名
匠
の
秀
歌
に
も
御
叶
ひ

被
選
候
と
申
候
故
、
共
歌
は
と
問
侍
り
け
れ
ば
「
柴
し
み
は
命
の

(、.

九
八

外
に
何
か
あ
ら
ん
友
が
ら
へ
て
見
よ
有
明
の
月
」
と
吟
唱
仕
候
。

扱
又
申
候
。
少
将
様
の
御
様
子
、
此
方
家
中
迄
に
て
も
無
之
、
-

統
に
奉
綿
候
。
共
年
寒
中
に
肥
後
守
方
へ
御
越
の
時
分
も
・
御
す

あ
し
に
て
被
成
御
座
、
御
往
来
馬
上
に
て
候
。
御
家
中
の
人
々
し
嚇

可
震
大
慌
と
申
候
。
御
父
子
様
御
事
一
二
事
申
関
候
へ
ば
、
く
り

返
/
¥
感
稀
設
し
、
共
内
立
別
れ
ぬ
o
右
薙
刀
の
つ
い
で
と
L

に

書
記
し
ぬ
。

酒
井
雅
楽
頭
殿
玄
関
に
、
薙
刀
館
置
申
候
由
来
は
、
原
岡
甲
斐
・
伊

建
安
審
争
闘
の
時
、
酒
井
家
の
諸
士
共
、
玄
関
の
長
柄
鎗
等
を
手
に

/
¥
提
げ
出
け
れ

E
も
、
長
道
具
故
用
に
不
立
。
後
日
色
々
の
評
判

相
起
り
、
誰
は
三
間
柄
を
持
出
し
、
彼
は
持
物
を
提
し
友
E
申
慣
候

て
‘
度
々
・
喧
嘩
に
も
及
候
由
。
依
之
向
後
式
接
玄
関
等
に
、
鎗
は
可

矯
無
用
と
て
薙
刀
に
成
候
皆
。
此
時
伊
建
家
の
聞
番
蜂
谷
六
左
衛

門
、
原
因
を
打
留
候
底
、
脊
よ
り
酒
井
家
従
ひ
た
も
の
切
か
け
深
手
負

申
候
。
事
務
、
伊
建
家
へ
相
返
し
申
時
、
玄
関
に
て
乗
物
に
の
り
候

様
に
と
の
事
に
て
、
様
々
被
申
付
候
へ
ど
も
衆
不
申
、
門
内
へ
迄
罷

出
候
。
共
時
宝
闘
に
て
、
我
等
う
し
ろ
減
は
味
方
打
に
御
座
候
。
此

儀
能
御
覧
置
被
下
候
様
に
と
申
候
。
雅
柴
頭
殿
も
成
程
共
段
見
厨
置

供
皆
挨
拶
有
之
候
。
罷
越
無
程
相
呆
申
候
由
。

一
、
北
保
安
易
守
御
餌
柄
を
敏
ふ
る
事

猷
廟
御
狩
場
よ
り
還
御
候
て
}
御
餌
柄
の
猪
鹿
の
類
何
ほ
ど
有
之
候

哉
と
御
帯
、
早
々
し
ら
ぺ
可
申
上
国
自
民
候
時
、
北
僚
安
易
守
網
棚
・
説
明

・
鼻
紙
を
取
出
し
い
く
9
に
も
切
か
ぞ
へ
て
、
御
徒
と
哉
ら
ん
に
申

付
、
此
紙
を
右
献
の
口
か
耳
か
へ
一
つ
宛
入
通
り
、
残
り
申
統
一
枚

も
紛
失
無
之
様
に
し
て
、
持
来
候
へ
と
申
付
趨
候
。
是
に

τ何
よ
り

も
は
や
く
知
れ
申
と
ぞ
。

A
A
賂
着
到
の
意
也
。

愚
目
。
鼻
紙
何
帳
を
い
く
つ
に
裁
候
へ
ば
、
何
程
に
成
と
云
つ
も

り
あ
れ
ば
、
必
し
も
か
ぞ
へ
申
に
は
不
及
事
か
。

一
、
松
平
伊
豆
守
脇
指
に
て
霧
雨
を
知
る

同
御
鷹
野
区
御
出
の
時
、
御
供
の
面
々
夜
中
よ
り
罷
出
居
申
候
底
、

答
う
ち
且
寄
り
雨
は
降
不
申
候
へ
ど
も
‘
た
に
と
や
ら
ん
打
し
め
り
候

無
色
に
候
。
少
々
に
て
も
降
り
候
は
ど
、
御
出
被
遊
ま
じ
く
候
。
降

不
申
候
は
ピ
可
有
御
出
と
の
御
事
也
。
降
巾
哉
と
益
を
見
候
へ
ど

も
.
夜
中
と
申
盟
問
き
室
、
中
々
く
ら
く
て
見
え
不
申
候
。
如
何
と
人

皆
御
請
い
た
し
か
ね
候
へ
ば
、
一
松
平
伊
豆
守
殿
御
縁
へ
出
、
黒
輸
の

脇
刺
を
ぬ
き
外
へ
暫
く
出
し
て
、
扱
内
へ
入
り
火
花
て
見
被
申
候
へ

可
観
小
説
容
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ば
.
成
程
細
か
に
露
あ
り
。
扱
は
霧
雨
降
申
候
、
共
段
申
上
候
様
に

と
、
取
次
の
方
へ
被
申
候
。
は
や
き
事
と
ぞ
。
さ
れ
ど
も
土
井
大
炊

頭
殿
に
は
、
訟
と
り
被
申
候
と
ぞ
。
大
炊
頭
殿
は
伊
豆
守
殿
利
根
成

事
を
い
ひ
た
が
ら
れ
て
と
、
常
に
一
被
申
候
と
い
ふ
哨
な
り
。

恐
目
。
犬
炊
頭
殿
は
よ
ほ
E
長
敷
人
と
申
僻
へ
た
り
。
或
時
公
家

衆
参
向
御
祝
儀
事
に
て
、
御
聞
の
内
も
張
付
等
改
ま
り
候
施
、
晴

・
な
る
御
間
つ
ピ
き
に
.
白
壁
の
所
倫
明
直
す
べ
き
を
‘
役
人
中
す
き

と
心
附
無
之
、
共
健
に
仕
置
候
。
明
日
と
申
時
陀
至
り
見
付
、
如

何
可
仕
哉
と
設
議
直
々
に
候
成
、
豆
州
見
被
申
侠
て
、
最
早
塗
候

事
は
成
申
ま
じ
く
候
。
大
事
寄
紙
に
で
張
候
は
ど
、
結
伺
可
究
と

被
申
候
。
い
づ
れ
も
感
服
い
た
し
、
そ
の
ま
h

張
侠
へ
ば
‘
白
壁

よ
り
見
事
に
見
え
申
候
よ
し
。
共
所
を
大
炊
殿
・
酒
井
讃
岐
守
殿
問

遣
に
て
被
罷
遇
候
て
、
豆
州
の
叉
例
の
利
護
出
申
候
。
か
様
の
仕

落
は
.
上
様
の
御
用
に
て
も
、
有
之
か
た
婚
に

t
候
も
の
を
と
被

申
候
よ
し
。

一
、
松
平
伊
豆
守
外
れ
鷹
の
詮
議

或
時
角
田
川
漣
御
鷹
野
の
時
分
、
御
臆
そ
れ
候
て
殊
の
外
御
機
嫌
損

じ
‘
御
鷹
師
・
御
徒
・
小
従
人
衆
・
な
ど
、
右
の
所
に
御
捜
し
置
還
御
被
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